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1 ｜

北海道を代表する食のプロ
フェッショナルに、本道沿岸
で獲れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂きます。

タ
イ
と
名
の
つ
く
魚
は
数
多
く
存

在
し
ま
す
が
、実
は
そ
の
多
く
が
「
タ

イ
科
」
で
は
な
い
別
の
種
類
の
魚
で

あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
本
来
の

タ
イ
は
ス
ズ
キ
目
タ
イ
科
に
分
類
さ

れ
る
魚
で
、
代
表
的
な
の
が
真
鯛
。

鯛
は
魚
の
中
で
は
寿
命
が
長
い
こ
と

か
ら
「
長
寿
祈
願
」
と
し
て
よ
く
祝

い
事
に
使
わ
れ
ま
す
ね
。

若
か
り
し
頃
、
嫁
ぎ
先
で
の
初
め

て
の
年
越
し
で
お
鍋
の
中
で
た
だ
一

匹
、
赤
く
て
、
大
き
く
て
、
鍋
か
ら

は
み
出
そ
う
な
お
魚
を
見
た
と
き
、

「
お
～
、
キ
ン
メ
ダ
イ
、
こ
れ
は
ま
さ

し
く
鯛
！
」
と
思
っ
た
の
も
つ
か
の

間
、
そ
れ
は
「
キ
ン
キ
だ
べ
さ
」。

キ
ン
メ
ダ
イ
と
キ
ン
キ
を
間
違
え

た
恥
ず
か
し
い
記
憶
。
さ
ら
に
、
キ

ン
キ
は
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
だ
し
、
い
や

い
や
、
キ
ン
メ
ダ
イ
も
タ
イ
科
で
は

な
い
キ
ン
メ
ダ
イ
科
。二
重
に
赤
っ
恥
。

そ
れ
か
ら
30
余
年
の
月
日
が
流
れ
、

旅
先
で
ふ
ら
り
と
入
り
、
そ
の
後
も

年
に
一
度
訪
れ
る
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
が

お
い
し
い
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
こ
と
。
そ
ち
ら
の
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス

は
ぱ
り
ぱ
り
に
揚
げ
焼
き
し
た
お
魚

と
あ
さ
り
、
ナ
ス
だ
け
。
あ
と
は
3

日
か
け
て
と
っ
た
サ
フ
ラ
ン
の
香
り

が
す
る
濃
厚
な
ス
ー
プ
の
み
。
え
び
、

た
ら
、
あ
さ
り
な
ど
数
入
れ
れ
ば
お

い
し
い
と
作
っ
て
い
る
私
の
そ
れ
と

は
大
違
い
。
お
店
の
方
に
「
こ
の
ぱ

り
ぱ
り
の
お
魚
は
何
で
す
か
？
」
と

聞
い
て
み
ま
し
た
。「
甘
鯛
で
す
よ
」

「
ほ
う
、
こ
れ
も
タ
イ
か
」
待
て
よ
、

こ
れ
も
タ
イ
っ
て
つ
く
け
ど
、
違
う

よ
ね
。
甘
鯛
は
ス
ズ
キ
目
ア
マ
ダ
イ

科
。
ふ
わ
ふ
わ
し
た
食
感
が
特
徴
で

鱗
は
揚
げ
る
と
パ
リ
パ
リ
で
な
ん
と

も
美
味
！

「
タ
イ
」
と
名
の
つ
く
お
魚
は
何
と

も
複
雑
怪
奇
で
す
が
、
興
味
深
い
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
夜
は

ク
ロ
ダ
イ
の
昆
布
締
め
で
辛
口
の
日

本
酒
と
い
き
ま
し
ょ
う
か
。

おさ
かなコ

ラム

坂
下
美
樹

管
理
栄
養
士
／
調
理
師
／
製
菓
衛
生
師

現
在
、北
海
道
新
聞
く
ら
し
面「
今
日
の

１
品
」執
筆
中
。「
道
新
文
化
教
室
」開

催
。Ｈ
Ｔ
Ｂ
イ
チ
オ
シ
出
演
中
、ホ
ク
レ

ンG
REEN

等
の
料
理
制
作
な
ど
。料

理
教
室
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
う
え
好
評
開

催
中
。

ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
レ
シ
ピ
の
制
作
多
数
。 

た　い

みなさんのお便りでつくるページ
なみまる おたより箱13

頭すっきり!! ブレイクタイム11

表紙の写真
昆布森漁協／小

こばやし

林　幹
みきお

男さんご家族です
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［
二
十
歳
記
念
品
贈
呈
］

令
和
６
年
度
に
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
青
年
部
員
に
尾

﨑
会
長
よ
り
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
る
と
、
代
表
し
て

落
部
漁
協
の
村
上 

海
世
さ
ん
が
力
強
く
決
意
表
明
を
述

べ
ま
し
た
。

［
研
究
発
表
］

毎
年
青
年
部
大
会
で
は
、
前
年
の
全
国
青
年
・
女
性
漁

業
者
交
流
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
研
究
発
表
を
行
っ

た
方
に
こ
の
場
で
も
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
見

事
水
産
庁
長
官
賞
に
輝
い
た 

え
り
も
漁
協 

東
洋
う
に
部

会
の
池
田 

勉
さ
ん
（
池
田
さ
ん
が
当
日
は
所
用
に
よ
り

来
場
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
日
高
振
興
局 

日
高
地
区
水

産
普
及
指
導
所
の
富
安 

俊
所
長
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
）

よ
り
「
部
会
一
丸 

未

来
に
向
け
て
～
知
っ

て
い
ま
す
か
?! 

日
高

の
春
う
に
～
」
に
つ

い
て
発
表
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
研
究
発
表
の
内
容
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

［
講
演
］

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
数
々
の

テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
さ
れ
る
ほ
か
、
多
く
の
脚
本
や
演
出

な
ど
を
手
が
け
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
森
崎 

博
之
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ

と
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｈ
Ｂ
Ｃ
で

放
送
中
の
「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
を
通
じ
て
、

深
く
北
海
道
の
農
業
や

酪
農
と
い
っ
た
一
次
産

業
に
関
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
、
漁
業
に
も
大

変
参
考
に
な
る
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

［
大
会
決
議
・
閉
会
］

約
２
時
間
に
わ
た
る
大
会
の
最
後
は
、
今
後
の
青
年
部

活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
、
参
加
者
総
意
の
誓

い
の
意
味
を
込
め
て
、
大
会
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊

藤
会
長
よ
り
決
議
文
が
朗
読
さ
れ
る
と
、
満
場
一
致
の
拍

手
で
承
認
。
そ
の
後

は
、
閉
会
の
挨
拶
を

桧
山
地
区
の
工
藤
会

長
が
担
当
し
、
盛
会

の
う
ち
に
大
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

軽快なトークで会場を
沸かせる森崎さん

決議文を読み上げる宗
谷地区会長の伊藤 大
智さん

［
主
催
者
式
辞
］

昨
年
の
北
海
道
漁
業

は
ホ
タ
テ
の
生
産
が
安

定
し
、
反
面
、
秋
鮭
や

昆
布
は
平
成
以
降
最
低

と
な
る
非
常
に
厳
し
い

1
年
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
、
中
国

の
禁
輸
措
置
や
風
評
被
害
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
新
た

な
販
路
開
拓
で
一
定
の
成
果
が
見
え
始
め
る
な
ど
、
明
る

い
兆
し
も
現
れ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
課
題
が
あ
る
な
か
、
我
々
青
年
部
員
は
浜
の
未

来
を
担
う
者
と
し
て
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
、
将
来
に
向

か
っ
て
力
強
く
前
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
自
ら
が
「
行
動
に
移
す
」
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
大
会
を
通
し
て
多
く

の
新
し
い
仲
間
を
作
り
、新
た
な
知
見
を
得
て
く
だ
さ
い
。 

本
日
の
大
会
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
多
い
も
の
と
な
り
、

将
来
の
大
き
な
財
産
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

［
綱
領
唱
和
］

道漁青連会長
尾﨑 勇太さん

代表して綱領の発声を
務めた桧山地区会長
の工藤 優介さん

1
月
25
日（
土
）、札
幌
の
第
二
水
産
ビ
ル
8
階
会
議
室
に
お
い
て
、北
海
道
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会（
道
漁
青

連
）主
催
の
第
62
回
全
道
漁
協
青
年
部
大
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。全
道
各
地
の
浜
か
ら
約
３
０
０
名
の
青
年

部
員
が
集
ま
り
、今
後
も
青
年
部
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
へ
満
場一
致
で
大
会
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

夢と希望の持てる漁業のために青年部活動のさらなる活性化を

第62回全道漁協青年部大交流会が開催されました

大会終了後、場所をホテ
ルポールスター札幌に移
し、懇親会が開催されま
した。新アトラクションの
「テーブル対抗 紙コップ
タワー」、そして、恒例と
なっている「地区対抗 腕
相撲大会」で会場は大いに
盛り上がりました。普段接
することのできない他管内
の仲間と楽しく情報交換を
し、親睦を深め合いまし
た。

北海道漁協青年部
連絡協議会 綱領

１．我々は、漁業に誇りを持
ち、未来の希望を持って、
青年らしく前向きに行動
する。

１．我々は、現在を、そして
次の世代を担う協同運動
者としての自覚と誇りを持
つ。 

１．我々は、情熱とロマンを
持って、視野を拡め、知識
を高め、自己の研鑽に努
める。

総合司会を務め
た小樽地区会長

（道漁青連副会長）
の山森 昴さん

祝電を披露する
胆振地区会長の
本間 庸高さん

日高地区水産技術普
及指導所 富安所長

決意表明を行う村上さんと、前列右より砂
原漁協・井岸 玲於さん、砂原漁協・本島 慎
さん、後列右よりいぶり噴火湾漁協・白井 
仙卓さん、昆布森漁協・小西 賢登さん、厚
岸漁協・日向 勇樹さん

力自慢の猛者たちが揃った腕相撲大会で
は、北見地区代表の湧別漁協・本間 雅人
さん（左）が優勝

テクニックとスピードが重要だった紙コップ
タワー。見事、ウトロ漁協の佐々木 育吹さ
んが優勝しました（右から2人目）

第62回 全道漁協青年部大交流会 懇親会



　ぎょれんでは次世代の消費者である若年層を対象にした食育講座や調理講習会の継続開催
で、道産水産物の魅力発信に努めています。このコーナーでは今年度の食育事業
について紹介します。（ぎょれんのキャラクターショー『歌＆ダンス』も大好評で
す。右のQRコードからご覧ください。）

「ぎょれんの食育関連事業」2024

食育授業、食育講座の開催

札幌地下歩行空間での食育イベント

全国小学生昆布ポスターコンクール（親子バスツアー）

学研まんが「ほたてのひみつ」「こんぶのひみつ」
「秋さけのひみつ」を活用した食育授業を全国47
都道府県で展開しました。

専門学校では全6回の授業の最終講座で昆布レ
シピコンテストを実施。

全道の学校給食を担う栄養士のリーダー研修会
でも道産水産物の講座を実施しました。

関東圏の小学校2校に対して、対面で食育授業を
実施。当日の学校給食では、道産水産物が提供され
ました。

札幌地下歩行空間で、ほたて・秋鮭・昆布などの道
産水産物を学ぶ食育イベントを開催。

ワークショップではオリジナル秋さけフレークの
ラベルをつくったり（右）、ステージショーはぎょれん
キャラクターと一緒に水産物のクイズ（上）を行うな
ど大盛況でした。

北海道の昆布の魅力を全国の消費者へ伝えることを目的に「全国小学生昆布ポスターコンクール」を実施。
昆布の魅力を発信するポスターの募集をしました。優秀作品受賞者には親子バスツアー（昆布をテーマ

にした料理体験＆京料理食事体験）に招待しました。

ぎょれんではこの他にも漁協女性部との「浜のおかあさん料理教室」や漁協青年部との「漁師さんの出前授
業」、コープさっぽろが開催する「食べる・たいせつフェスティバル」への参加、ABCクッキングスタジオとのレッ
スンタイアップなど、多くの皆さんと魚食普及に取り組んでいます。

「ぎょれんの食育関連事業」 2024
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「浜の英知を結集し、明日の漁に夢託す」
全道で三委員会合同研修大会が開催されました

　年に一度、管内の購販・マリンバンク・共済推進委員の皆さんが、一堂に会し、情報交換や懇親を深
める三連合同研修大会。今回は５年ぶりに日高地区で１月29日（水）に行われた、第20回JF日高
地区マリンバンク・共済・購販推進委員合同研修大会（於：登別市）の様子についてご紹介します。

60
名
を
超
え
る
参
加
者
が
参
集
し
開
催
さ
れ
た
三
連
合

同
研
修
大
会
で
は
ま
ず
、
各
推
進
委
員
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
委
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

普
及
と
啓
発
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
北
海
道
立
総
合
研

究
機
構 

栽
培
水
産
試
験
場 

調
査
研
究
部
長 

佐
野 

稔
氏

が
「
日
高
管
内
の
水
産
資
源
の
現
状
と
今
後
」
と
題
し
て

講
演
、
昨
今
の
日
高
管
内
に
お
け
る
海
水
温
の
上
昇
と
水

産
資
源
の
変
化
に
つ
い
て
水
た
こ
な
ど
を
例
に
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
ヒ
グ
マ
学
習
セ

ン
タ
ー
代
表 

前
田 

菜
穂
子
氏
よ
り
「
ヒ
グ
マ
と
と
も
に
」

と
題
し
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
ヒ
グ
マ
と
付
き
合
う

正
し
い
知
識
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両

講
演
と
も
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
高
い
関
心
を
集
め
、
話
を

聞
き
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
も
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。一

方
、
会
場
を
移
し
日
高
地
区
マ
リ
ン
バ
ン
ク
推
進
委

員
会
、
鈴
木
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
交
流
会
で
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
、
久
し
ぶ
り
の
旧
交
を
温
め
る
姿
が
会
場
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
閉
会
に
あ
た
っ
て
は
本
年

の
豊
漁
と
操
業
の
安
全
を
祈
念
し
、
手
締
め
で
の
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

合
同
研
修
大
会
は
ぎ
ょ
れ
ん
、
し
ん
れ
ん
、
共
済
と
系

統
事
業
の
垣
根
を
越
え
て
研
さ
ん
し
合
う
、
協
同
組
合
運

動
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7 ｜ ｜ 6

５年ぶりに各委員会の大会旗が揃いました

日高地区JF共済推進委員会 山中会長が閉会挨拶

交流会は日高地区マリンバンク推進委員会
鈴木会長の発声で開宴

開会のあいさつをする日高地区購販推進委員会
逢山委員長

祝辞を述べる日高管内漁業協同組合長会
坂本副会長

講演を熱心に聞く参加者

交流会はビンゴゲームで盛り上がりました。お米やコー
ヒーなど、普段の生活にうれしい商品に皆笑顔

パフォーマーに拍手喝采 ヒグマ学習センター 代表 前田 菜穂子氏 北海道立総合研究機構 栽培水産試験場 調査研究部長
佐野 稔氏



ぎょれん役員紹介
今般、ぎょれんの代表監事として、新たに以下の方が就任されましたのでご紹介します。※敬称略

○代表監事　西山　武雄（上磯郡漁業協同組合）　（2月13日開催の監事会にて就任）

9 ｜ ｜ 8

適切な資源管理や海獣による漁業被害対策の実現へ北海道の一次産業の発展へ漁業・農業関係団体が情報共有

札幌の子どもたちに漁師さんの魅力を発信

　日本海沿岸19漁協で構成する北海道日本海沿岸漁業振興会
議（事務局：ぎょれん漁政部）とぎょれんは、1月29日（水）・
30日（木）にかけて、道や国へ対し、本道日本海沿岸漁業の振興
対策に関する要請を実施しました。
　要請では①水産資源の適切な管理について、漁業者との協議
を踏まえた推進、ほっけやすけとうだら、真だらなど、各漁業種
類の実態に即した資源管理を実現すること。②トドなど漁業有
害生物による被害対策について、海獣の生態、被害状況を踏ま
えた漁業被害防止対策事業の十分な予算の確保、国の責任によ
るハンターのさらなる確保・育成、被害を受けた漁業者への行
政の補償制度の創設など。③漁場環境保全対策として、引き続
きの多面的機能強化に向けた予算の確保、漂流ごみや流木によ
る被害対策として海岸漂着物処理推進法に係る十分な予算の確
保、流木被害については道が一元的窓口となって対応すること
など、漁業者を取り巻く課題の解決に向けて支援を求めました。

　2月5日（水）、札幌の共済ビルにおいて農業関係団体や道の農
政部や環境生活部など関係部署を交えて、河川と水環境の保全
に関する意見交換を行いました。
　会では道農政部より本道の畜産環境をめぐる情勢や、家畜排
せつ物の適正管理に向けた取組についての報告に続いて、道環
境生活部より、豚や牛など畜産農業に深く関係する「水質汚濁
防止法」に基づく排水の基準について説明がありました。そし
て、ぎょれん環境部からは漁場環境保全に関わる農業関連の諸
課題として、昨年発生した降雨により農地から河川に堆肥が流
出した事案や、ジェットヒーター用の灯油が流出し、河川に
繋がる水路内にオイルフェンスを設置して事なきを得た事案を
例に、一層の安全確認などを求めました。また、農地への大量
の施肥と土壌・水産物との関係性について、岩見沢農業高校の
佐々木先生より情報提供をいただきました。
　意見交換を終えて、北海道農業協同組合中央会の柴田専務は
「持続可能な北海道の一次産業に向けて、互いに連携して取り
組んでいくことが重要」と強調し、今後も諸課題の解決へ各団
体で連携を図っていくことを確認しました。

　2月6日（木）、道漁青連とぎょれんの共催で35回目となる
「漁師さんの出前授業」が札幌市立美香保小学校で行われ、４
年生の児童71名が参加しました。
　当日は、小樽地区漁青連会長の山森さんが講師を務め、自身
のYouTube動画の中から、あんこうの刺網漁、たこの籠漁の
様子を放映し、普段漁業に接する機会の少ない札幌の子どもた
ちに実際の漁業の現場を伝えると、ぎょれん指導教育部の鶴巻
職員からは、北海道で多く水揚げされる魚種など、漁業全般に
ついての説明が行われました。
　また、休憩時間を挟んだ次の時間では、山森さんが「もや
い結び」をはじめとしたロープワークを披露。児童たちは、山
森さんが目にも止まらぬ速さでロープを結んだり、簡単に解い
てしまう姿を見て、驚きの声をあげていました。その後は、3
択のお魚クイズで正解の発表に一喜一憂し、最後に設けられた
質問タイムでは、「1週間のうちに何日くらい海に出るのです
か？」「海に落ちたことはありますか？」など、児童からは様々
な疑問が投げかけられ、北海道の漁業や漁師の仕事について、
強い関心を持ってくれたようでした。

日本海沿岸漁業の振興対策に関する要請を実施
しました

河川と水環境保全に関する意見交換会が開催

第35回 漁師さんの出前授業が開催されました

0103

02

お魚クイズに児童たちは大盛り上がり

山森さんのロープワークに児童は興味津々でした

森水産庁長官（上）、道議会・冨原議長へ（下）へ要
請書を手渡しました

ぎょれんからは漁場環境保全に関わる農業関連の
諸課題について喚起しました

「海と陸の今までと、この先を見つめる」と題して
情報提供とご提言をいただいた岩見沢農業高校の
佐々木先生

協同組合ネット北海道がさっぽろ雪まつりでギネスに挑戦

　ぎょれんやしんれんをはじめ、JA北海道中央会、ホクレン、
コープさっぽろなど道内16組織でつくる協同組合ネット北海道
は、2月8日（土）、第75回さっぽろ雪まつり大通西8丁目会場
で北海道産食材を使った「北海道まるごとカレーパン（コク旨
ビーフと贅沢スモークホタテの2個セット）」を販売し、これま
でのカレーパン8時間販売でのギネス記録8340個を大幅に更
新する1万1208個でギネス世界記録に認定されました。
　この取組は、今年が国連の定める国際協同組合年であること
を機に、協同組合が連携して世界一を目指す挑戦を通じて、消
費者の方に道産食材の魅力を再発見してもらうとともに、協同
組合の役割や意義を伝えていくことを目的に実施されたもの
で、当日は販売開始の11時前には多くのお客様が列を作り、8
時間の販売終了となる19時を待たずして、用意した全ての商品
が完売。その後、ステージで行われた結果発表において、見事
ギネス世界記録に認定されたことが発表されました。
※今回販売されたカレーパンは、今後コープさっぽろの店頭で販売される
予定となっておりますので、楽しみにお待ち下さい

8時間のカレーパン販売個数を更新し、
ギネス世界記録に認定されました 04

販売開始の午前11時の様子。カレーパンの監修を
行った下國シェフがお客様を出迎えました

協同組合ネット北海道を代表してギネス記録認定員
より公式認定証を受け取るＪＡ北海道中央会の樽井
会長
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

11 ｜ ｜ 10

ボウシドオグシ
クスクツソンシ
ルタシパチリカ
ミイリヨフスミ
ナルウシツトオ
コケクネンキム
イケンオユキツ

シークワードクイズ
3月のテーマ
「野鳥」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　３月は「野鳥」がテーマです。北海道は野鳥の宝庫ですが、野鳥の飼
育は鳥獣保護法によって禁じられていますのでご注意を！（保護のため
許可を得て飼育することは可能）     
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉餌はほとんど魚類で潜水して捕食します。

□
□
□
□
□
□
□
□

アイガモ
アオゲラ
アカゲラ
アカハラ
ウソ
カイツブリ
カツコウ（カッコウ）
カモメ
クマゲラ

コガモ
コガラ
コブハクチヨウ （コブハクチョウ）
チヨウゲンボウ（チョウゲンボウ）
ツバメ
バン
ヒバリ
メジロ

2月号の解答と当選者

カクメアワコリ
ラマモモカブバ
コゲカガツハヒ
ガラオイコクラ
ラゲカアウチウ
ウボンゲウヨチ
ツバメジロウソ

解 答

リ ス ト

となります。

オシリフキ
（えりも町）こはひよちゃんさん
（厚 岸 町）魚 大 好 き 爺さん
（厚 岸 町）あ お とっき ーさん
（浜 中 町）20歳おめでとうさん
（北 見 市） H . Y . さん



大漁
祈願！

浜
の
お
か
あ
さ
ん
の
レ
シ
ピ
の
昆
布
チ
ッ

プ
ス
の
作
り
方
、真
似
し
て
み
た
け
ど
焦
げ

さ
せ
て
苦
か
っ
た
で
す
。も
う
一
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
ら
お
い
し
か
っ
た
。グ
ラ
ニ
ュ
ー

糖
い
れ
る
の
お
い
し
い
。な
く
て
も
良
い
け

ど
甘
さ
が
良
か
っ
た
。

（
小
樽
市　

Ｓ
．Ｓ
さ
ん　

76
歳
）

浜
の
家
族
物
語
を
読
む
の
が
凄
く
好
き
で

す
。様
々
な
家
族
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出

来
て
面
白
い
、そ
し
て
勉
強
に
も
な
り
ま
す

^^
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！（
母
よ
り
）

シ
ー
ク
ワ
ー
ド
を
妹
と
ふ
た
り
で
や
り
ま

し
た
。む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
た
の
し
か
っ

た
で
す
。ま
ち
が
い
さ
が
し
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。（
こ
は
ひ
よ
よ
り
）

（
え
り
も
町 

こ
は
ひ
よ
ち
ゃ
ん
さ
ん 

９
歳
）

海
明
け
と
共
に
各
浜
よ
り
初
水
揚
の
便
り

も
届
き
新
鮮
な
魚
介
類
が
店
頭
に
並
ぶ
様

に
な
り
ま
し
た
。海
か
ら
の
恵
を
あ
り
が
た

く
思
い
、漁
業
に
従
事
し
、日
夜
漁
獲
努
力

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
感
謝
し
頂
い
て
お
り

ま
す
。”魚
は
旨
い
“あ
り
が
と
ォ
ー
。応
援

し
て
い
る
ョ
ー
。

（
厚
岸
町　

魚
大
好
き
爺
さ
ん　

85
歳
）

シ
ー
ク
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
、浜
の
家
族
物
語

と
浜
の
お
か
あ
さ
ん
レ
シ
ピ
楽
し
み
に
見

て
ま
す
。す
ぐ
に
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て

も
品
物
が
な
い
の
で
作
れ
ま
せ
ん
。こ
の
度
、

友
達
よ
り
、良
い
昆
布
貰
っ
た
の
で
作
っ
て

食
べ
ま
し
た
。

（
泊
村　

秋
山
祐
子
さ
ん　

90
歳
）

今
年
は
雪
が
少
な
く
、こ
の
ま
ま
春
に
な

る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、し
っ
か
り

と
積
も
る
も
の
で
す
ね
～
。

（
札
幌
市　

上
田
唯
さ
ん　

35
歳
）

雪
が
降
っ
て
積
も
っ
て
み
た
り
雪
が
な
く

な
っ
て
み
た
り
と
変
わ
っ
た
季
節
で
す
…
そ

し
て
も
う
少
し
し
た
ら
？
忙
し
く
な
り
ま

す
…
で
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
!!

（
八
雲
町　

Ｙ
．Ｄ
．Ｋ
さ
ん
）

昼
間
は
ポ
カ
ポ
カ 

春
間
近
？
油
断
大
敵

で
す
よ
ね（
笑
）

（
根
室
市　

す
ー
さ
ん
）

マ
チ
コ
さ
ん
の
お
さ
か
な
コ
ラ
ム
の
、わ
か

さ
ぎ
の
エ
ス
カ
ベ
ッ
シ
ュ
を
作
っ
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。生
臭
み
を
取
る
の
に
牛
乳
に

つ
け
る
と
い
う
技
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。マ

リ
ネ
大
好
き
な
の
で
、や
っ
て
み
ま
す

（
厚
岸
町　

Ｓ
ｕ
ｅ
さ
ん　

57
歳
）

今
年
の
冬
は
暖
冬
の
せ
い
か
サ
ロ
マ
湖
も

凍
ら
ず
、流
氷
も
な
か
な
か
流
れ
て
き
ま
せ

ん
。そ
れ
で
も
北
見
は
氷
点
下
10
℃
近
く
行

く
日
も
あ
り
、し
ば
れ
る
〜
っ
て
感
じ
で
す
。

（
北
見
市　

Ｈ
．Ｙ
．さ
ん
）

無
事
に
20
歳
を
迎
え
、小
さ
い
頃
よ
く
歩

い
た
橋
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
！
ち
ょ

う
ど
漁
港
が
映
っ
た
の
で
記
念
に
送
っ
て

み
ま
し
た
。式
典
は
皆
素
敵
で
し
た
ー
♡
幸

せ
な
人
生
を
歩
ん

で
ね

（
浜
中
町

20
歳
お
め
で
と
う

さ
ん
）

編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

皆
様
か
ら
の
お
便
り
、
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

次
の
①
〜
③
を
明
記
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

①
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
へ
の
投
稿（
お
便
り
、

写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
）や
、広
報
な
み
ま
る

く
ん
3
月
号
へ
の
感
想
・ご
意
見
な
ど（
※

１
５
０
字
程
度
ま
で
）

②
11
ペ
ー
ジ
の
シ
ー
ク
ワ
ー
ド
の
答
え

③
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

※「
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
」に
は
①
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は
、図
書
カ
ー
ド

進
呈
や
、お
便
り
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
の
掲
載（
氏
名
、

年
齢
、市
町
村
名
）に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。写
真
や

イ
ラ
ス
ト
は
、返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

着てるよと　口先だけで　着たことない

11ページの間違いさがしの答え 〈
宛
先
〉 

3
月
24
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　（
郵
便
） 

〒
０
６
０
ー
０
０
０
３

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目
１
番
地

北
海
道
ぎ
ょ
れ
ん 

総
務
企
画
部 

広
報
担
当

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
） 

０
１
１
ー
２
４
２
ー
３
５
４
３

（
電
子
メ
ー
ル
） in

fo
@

g
yo

ren
.o

r.jp

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders
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釣り助宗漁は2月上旬をもって終
漁となりました。卵質や資源状況に
合わせて漁期を設定しており、少々
早めの終漁となりました。2月から
は北上してきたやりいかが姿を見せ
始め、春からは紅ずわいがに漁も控
えているなど、春漁の準備が着々と
進んでいます。走りのやりいかは高
値がつき、昨年に続く豊漁が期待さ
れています。時化の日が続いていま
すが、安全操業に十分ご留意いただ
き、今後の大漁を心より願っていま
す。

毛がに籠漁が行われ、3月29日ま
での操業を予定しています。近年は
資源量減少に伴い水揚数量も減少傾
向となり、本年度も昨年を下回る水
揚げとなっていますが、これからの
ラストスパートに期待しています。
一方、最近では市場で本ますの姿が
見え始め、春の訪れを感じます。4
月から春定置網漁が始まるので、昨
年に続く豊漁で、浜がさらに活気づ
くことを祈願しています。

流氷が例年より遅れたものの接岸
しました。外海での漁業は休漁期間
が続いています。一方、サロマ湖で
はかき漁が最盛期を過ぎ、操業して
いるのは湖内の氷下待網漁が中心と
なっています。今後、海明けに伴い
ほたて貝の漁場造成をはじめ、毛が
に漁や底曳網漁が随時始まっていき
ます。安全操業と豊漁を、心より祈
願しています。

恵山地区では2月9日に「ごっこ祭
り」が開催されました。ごっこ（ほ
ていうお）は12月から3月が旬で、
プルプルとした身とプチプチとした
卵の食感が特徴です。当日は天候に
も恵まれ、多くの来場者が訪れ、特
産のごっこ汁や地元の海産物を楽し
みました。一方、松前地区ではやり
いかの水揚げが始まり、函館近郊で
は本ますの姿が見え始めています。
市場への入荷は増加傾向にあり、春
漁の本格化に向けて期待が高まって
います。今後の豊漁と安全操業を
願っています。

昨年に比べて時化が多く、漁に出
られない日が続いています。出漁
日数が少ないことと、資源不足が重
なった影響で、毛がに、ほっきなど
冬の主役である魚種の水揚げが伸び
悩んでいます。しかし、たこについ
ては右肩上がりで推移し、管内累計
で昨対200%を超える大漁となって
います。今後は出漁日数が増えると
ともに、水揚げの巻き返しと引き続
きの安全操業を祈っています。

長かった冬が終わりを告げ、まも
なく利礼・稚内地区ではなまこ漁、
オホーツク地区では毛がに漁やほ
たて漁が始まります。浜は、待ちに
待った春漁に向けた準備で活気づい
ています。今シーズンが好天に恵ま
れ、豊漁となることを祈願していま
す。

2月以降、噴火湾では各地区で加工
貝の水揚げが本格化し、2月下旬時点
で日産の水揚数量が100トンを超え
安定してきました。一方、市場には
銀色に輝く本ますの姿が見え始め、
春へと季節が変わりつつあることを
肌で感じています。これからの季節
に向けてさらなる豊漁を願うととも
に、生産者の皆様の安全操業を心よ
り祈願しています。

2月に入りにしん漁が最盛期を迎
えています。初旬は各地とも魚群の
反応が良好で、水揚げ量は多く、浜
は活気づいていました。しかし、
中旬前後からは天候に恵まれず時化
模様が続き、操業日数が伸びない状
況となっています。漁期は残り約1
カ月半程ですが、安全操業と水揚げ
が挽回されることを御祈念いたしま
す。

2月に入り、野付地区の“うに造
成”での水揚げが始まり、これを
以って野付全海域での水揚げが開始
となりました。根室市内でも“うに
桁引き漁”の水揚げが開始となり、
標津地区も合わせて、管内のほたて
漁が最盛期を迎えています。別海で
は“氷下待網漁”で水揚げされる、
にしんが例年に比べ好漁のため、各
浜でも水揚げに期待する声が上がっ
ています。今後の安全操業と豊漁を
祈願し、春季操業にも期待していま
す。

厳しい冬が続き、時化が多いもの
の、凪の日にはえび桁漁や刺網漁に
て、なんばんえびや赤かれい、たら
などが水揚げされ、2月中旬からは
にしん漁も始まっています。これか
ら、えび篭漁やほたて稚貝出荷など
が始まり、浜が活気づく時期となり
ます。季節は春へと移り変わります
が、天候に恵まれ、皆様が安全操業
で、大漁となることを心より祈念し
ています。
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材料  4人分

鮭…………………… ８切れ（４００ｇ）
塩・こしょう…………………………適量
しいたけ…………………………… ３本
にんじん………………………… １/５本
玉ねぎ……………………………… １個

小麦粉…………………… １/２カップ
サラダ油……………………………適量
牛乳………………………… ２００ｍｌ
バター………………………………１０ｇ

今回は「鮭のクリーム煮」をご紹介します。

牛乳を入れることでやさしい味わいになり、

バターでよりまろやかになりました。

作り方
❶鮭をそぎ切りにして、塩・こしょうを
かけて少しおく。（骨を取ると食べ
やすくなる）

❷しいたけ、にんじん、玉ねぎを千切
りにする。

❸ビニール袋に小麦粉と鮭を入れる。

❹②をサラダ油で炒め、火が通ったら
皿に移す。

❺サラダ油を多めに入れ、鮭を焼く。
（小麦粉はあまり落とさない）
　火が通ったら④と牛乳を入れ、塩・
こしょうで味を調える。

❻バターを入れ、クリーム状になった
ら出来上がり。

鮭の
クリーム煮

浜のお母さん
レシピ

Fishery 
Mom’s 
Recipes

 ウトロ漁協 

 畠山　美佐さん 


